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私たちが利用しているエネルギーの約 9 割は、石油、天然ガス、石炭など
の化石燃料を燃焼させることによって生み出されています。しかしながら、
近年、化石燃料の大量消費により、地球温暖化などの地球規模の環境問題が
起こっています。この問題を解決するために、太陽光、太陽熱、風力等の再
生可能な自然エネルギーを用いて製造される水素・アンモニア等のカーボン
フリー燃料への燃料転換に伴って必要となる高度な燃焼制御に関する研究開
発を推進しています。

グリーンイノベーション基金事業、「製造分野における熱プロセスの脱炭
素 化 」 の NEDO プ ロ ジ ェ ク ト (https://www.nedo.go.jp/news/press/
AA5_101678.html) に、2023 年 10 月から 2032 年 3 月まで参画し、ビッ
グデータを用いた加熱炉のデジタルツイン制御に関する研究を遂行中です。

地球温暖化防止、エネルギーキャリア、カーボンフリー燃料の燃焼

化石燃料の大量消費と環境問題の解決のための
エネルギーキャリア
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水生植物ウキクサを用いて、排水や汚濁水中の窒素、リン
等を除去する環境調和型水質浄化技術を開発しています。
根圏に棲息する微生物との共生関係により、難分解性有
害化学物質の分解も可能であることが分かってきました。
水質浄化に伴って生じるウキクサバイオマスは資源価値
も高く、同時にカーボン・ニュートラルな資源の生産が
行える Co-benefi t 技術として脱炭素に貢献する高いポテ
ンシャルも有しています。植物成長促進細菌（PGPB）を
活用することで、水質浄化・バイオマス生産の効率をアッ
プさせることが技術開発の “ 鍵 ” となっています。
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太陽光のみで駆動する
超省エネシステム

環境保全・浄化、資源循環、エコテクノロジー

ウキクサ―微生物共生系を利用した
水質浄化・バイオマス生産技術
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